


▲図1　ハワイ・ホノルルの絵はがき
　　　明治41年4月10日名古屋消印
　　　左上に「朝日　世界一周会」の印影がある。

 

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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一
宮
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博
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宮
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岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
洋
画
家
・
佐
分
眞
（
一
八
九
八
〜
一
九
三
六
）

の
父
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
分
慎
一
郎
（
一
八
五
七

〜
一
九
一
五
）
は
、
中
島
郡
一
宮
村
（
現
・
一
宮

市
）
出
身
で
、
一
宮
地
域
の
近
代
化
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
実
業
家
で
し
た
。
教
員
採

用
時
の
履
歴
書
が
残
っ
て
お
り
、
若
い
頃
は
教
職

に
就
い
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
十
四
年
（
一

八
八
一
）
に
設
立
さ
れ
た
一
宮
銀
行
の
取
締
役
監

事
を
務
め
た
の
を
皮
切
り
に
、
明
治
二
十
八
年
（
一

八
九
五
）
設
立
の
一
宮
紡
績
株
式
会
社
で
は
設
立

発
起
人
取
締
役
と
な
り
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九

〇
三
）
に
は
同
社
社
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
一
宮
瓦
斯

株
式
会
社
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
一
宮
電

気
株
式
会
社
設
立
に
際
し
て
も
取
締
役
と
な
り
、

そ
の
後
は
名
古
屋
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
を
広
げ
ま

し
た
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
五
月
か
ら

二
年
間
は
、
第
六
代
一
宮
町
長
を
務
め
、
名
実
と

も
に
一
宮
を
代
表
す
る
名
士
で
あ
っ
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
長
男
・
眞
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ち
ょ

う
ど
慎
一
郎
が
町
長
と
な
っ
た
年
で
、
眞
の
母
・

田
中
た
ま
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
四
）
は
、
名
古

屋
の
花
柳
界
で
名
妓
と
謳
わ
れ
た
芸
者
で
し
た
。

　
　

　
令
和
五
年
度
に
、
一
宮
市
博
物
館
で
は
佐
分
家

関
連
資
料
の
ご
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
は
そ

の
資
料
か
ら
、
慎
一
郎
が
参
加
し
た
日
本
初
の
世

界
一
周
団
体
旅
行
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
慎
一
郎
が
参
加
し
た
の
は
、
朝
日
新
聞
社
が
主

催
し
た
「
世
界
一
周
会
」
と
い
う
企
画
で
し
た
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
元
旦
の
『
東
京
朝

日
新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
紙
上
で
企
画
が
発
表

さ
れ
、
大
々
的
に
参
加
者
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
。

さ
　

ぶ
り
　
ま
こ
と
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行

令和7（2025）年3月　　いちのみやの芸術文化 2



▲図2　スイス・バーゼルの絵はがき
　　　5月28日バーゼル消印　1908年6月16日敦賀消印　明治41年6月16日名古屋消印
　　　左上に「VIA SIBERIA」（シベリア経由）と書き込まれている。

■
参
考
文
献

『
佐
分
眞
展
　
洋
画
界
を
疾
走
し
た
伝
説
の
画
家
』展
示

図
録
、一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
、二
〇
一
一

我
孫
子
市
杉
村
楚
人
冠
記
念
館
編
著『
楚
人
冠
と
世
界

一
周
旅
行（
我
孫
子
市
文
化
財
報
告
第
10
集
）』

我
孫
子
市
教
育
委
員
会
、二
〇
一
五

発
案
者
は
朝
日
新
聞
社
の
記
者
で
あ
っ
た
杉
村
楚

人
冠
（
本
名
・
広
太
郎
）、
旅
行
業
務
は
英
国
の
ト
ー

マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
が
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
。
総

日
数
九
十
日
間
、
総
額
二
、一
〇
〇
円
（
途
中
、
イ

タ
リ
ア
に
も
訪
問
し
た
た
め
、
最
終
的
に
は
九
十

六
日
間
、
二
、三
四
〇
円
）
に
及
ぶ
も
の
で
、
現
在

の
金
額
に
換
算
す
る
と
、
一
千
万
円
以
上
と
な
る

も
の
で
し
た
が
、
二
十
人
以
上
五
十
人
以
下
と
い

う
定
員
は
早
々
に
埋
ま
っ
た
よ
う
で
、
総
勢
五
十

六
名
が
世
界
一
周
旅
行
に
出
発
し
ま
し
た
。
三
月

十
六
日
神
戸
港
、
三
月
十
八
日
横
浜
港
を
出
発
し

た
一
行
は
、
途
中
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
に
一
泊
し
、

ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
。
そ
こ

か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
渡
り
、
ア
メ

リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
に
乗
車
し
て
、
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
シ
テ
ィ
、
シ
カ
ゴ
、
カ
ナ
ダ
を
回
っ
て
ナ
イ
ア

ガ
ラ
の
滝
を
見
学
し
、
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
。
ボ
ス

ト
ン
か
ら
は
汽
船
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
至
り
ま
す
。
そ
こ
で
一
行
は
、
四
月
十
八
日

に
当
時
大
統
領
で
あ
っ
た
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
に
謁
見
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
西
洋
を
渡
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・

リ
バ
プ
ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
、
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
足
を
延
ば
し
、
ス
イ
ス
を

通
過
し
て
ド
イ
ツ
に
向
か
い
、
最
後
の
滞
在
国
・

ロ
シ
ア
に
到
着
し
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
は
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
い
、

六
月
十
九
日
に
当
地
を
出
立
し
た
一
行
は
、
二
十

一
日
に
無
事
敦
賀
港
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　
旅
行
中
は
、
観
光
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
有
力

者
と
の
交
流
や
晩
餐
会
な
ど
、
民
間
外
交
も
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
旅
行
参
加
者
も
財
界
人
が
多

く
、
商
品
の
買
い
付
け
や
現
地
の
証
券
取
引
所
の

視
察
な
ど
を
兼
ね
て
い
て
、
途
中
で
別
行
動
を
取

る
人
も
お
り
、
旅
程
は
柔
軟
な
も
の
で
し
た
。

　
佐
分
家
の
資
料
の
中
に
は
、
旅
行
中
の
慎
一
郎

が
家
族
に
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
外
国
か
ら
の

絵
は
が
き
が
多
数
あ
り
ま
す
（
図
１
・
２
）。
地
元

財
界
で
活
躍
し
て
い
た
慎
一
郎
に
と
っ
て
、
見
聞

を
大
い
に
広
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
時

十
歳
だ
っ
た
眞
は
、
父
の
お
み
や
げ
話
を
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
で
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
長
じ
て

画
家
と
な
っ
た
眞
も
、
や
が
て
パ
リ
に
渡
り
、
そ

の
画
才
を
開
花
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
一
宮
市
博
物
館
学
芸
員
　
成
河
端
子
）
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神
々
や
愛
し
い
も
の
に
捧
げ
る
花
、

な
ぜ
人
は
花
に
魅
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

本
来
植
物
は
生
殖
の
た
め
の
花
、
そ
れ

を
助
け
る
虫
の
好
み
に
合
わ
せ
、
様
々

な
姿
か
た
ち
を
生
み
出
し
た
筈
。
私
は
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
花
を
、
花
の
構
造
を

描
き
な
が
ら
ず
っ
と
不
思
議
に
思
っ
て

い
る
。
春
、
た
わ
わ
に
咲
く
花
が
秋
の

豊
か
な
実
り
の
約
束
と
先
を
知
る
人
間

は
安
堵
の
心
で
花
を
眺
め
る
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
何
か
が
き
っ
と
あ
る
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ン
ケ
セ
ナ
ー
メ

ン
が
若
き
王
の
骸
に
捧
げ
た
矢
車
草
の

逸
話
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
だ
が
、
後
世

の
創
作
ら
し
い
。
し
か
し
、
当
時
も
今

と
同
じ
よ
う
に
葬
儀
に
は
生
花
が
欠
か

せ
な
か
っ
た
。（
現
地
博
物
館
で
今
も

な
お
、崩
れ
る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る

花
飾
り
が
展
示
さ
れ
て
い
る
）

　

更
に
遠
い
昔
に
遡
れ
ば
、
二
十
万
年

前
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
子
供
の

埋
葬
跡
か
ら
大
量
の
花
粉
が
検
出
さ
れ

（
以
前
の
イ
ラ
ン
で
の
報
道
）、
埋
め

ら
れ
る
我
が
子
に
若
い
親
た
ち
が
た
く

さ
ん
の
花
を
供
え
た
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
。

　

宗
教
を
持
っ
た
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
も

事
あ
る
た
び
に
花
々
を
捧
げ
、
我
々
の

今
に
い
た
る
と
い
う
こ
と
か
…
近
年
、

人
類
の
生
物
学
的
な
新
た
な
歴
史
観
が

わ
か
り
や
す
く
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

私
の
一
番
の
疑
問
は
「
心
と
い
う
も
の

が
ど
う
や
っ
て
育
っ
て
来
た
の
か
」
で

あ
る
。

　

さ
て
、
ハ
レ
の
時
ば
か
り
で
な
く
、

悲
し
み
の
中
で
も
、
か
ぐ
わ
し
い
花
を

捧
げ
た
い
と
願
う
そ
の
心
は
、
親
か
ら

子
へ
、
手
か
ら
手
へ
、
遺
伝
子
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
が
ご
と
く
繋
い
で
き
た

か
ら
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
、
一

輪
の
花
を
こ
の
手
に
乗
せ
た
く
な
る
衝

動
が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
未
だ
に
解
ら

な
い
。

�
花
に
つ
い
て
の
考
察
／
再
考
�

　

学
生
時
代
、
私
は
銅
版
画
を
専
攻
し

て
い
た
。 
木  
口  
木  
版 
を
手
掛
け
た
の
は

こ 

ぐ
ち 
も
く 
は
ん

結
婚
後
、
子
育
中
の
こ
と
で
あ
る
。
木

口
木
版
は
硬
い
木
材
の
木
口
面
に
細
い

刃
物
で
彫
り
込
む
技
法
。
多
く
の
薬
品

を
使
う
銅
版
画
に
比
べ
る
と
安
全
で
暮

ら
し
の
中
で
続
け
や
す
か
っ
た
。
1
8

世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
、
活
版
印

刷
と
共
に
歩
ん
だ
木
口
木
版
は
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。

　
　

花
に
つ
い
て
の
考
察

　
　

洋
画
部
門　

一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部　

若
月　

陽
子

エッセイ 

Hyacinth ／2018製版／木口木版

手の中の芽吹き
2014－2024製版／木口木版

Hyacinths／2018製版／木口木版
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【
問
合
せ
先　

藤
乃
会
】

　

A（　

）８
３
２
７

６２

日
時
▼
３
月　

日
∂

３０

午
後
１
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
商
工
会
議
所

内
容
▼
皆
さ
ん
お
な
じ
み
の
曲
か
ら
新

曲
ま
で
、
箏
曲
の
演
奏
会
を
行

い
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
１
日
∏
・
５
月
６
日
∏

６
月
３
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
実
作
指
導
や
、
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間
で

行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月　

日
º

１２

１０

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１４

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）２
７
１
６

７１

日
時
▼
４
月　

日
º
・　

日
º

１２

２６

５
月　

日
º
・　

日
º

１０

２４

６
月　

日
º
・　

日
º

１４

２８

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
５
会
議
室

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

１３

１１

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

 

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２０

１８

６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

１５

２０

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
実
作
指
導
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末
日（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
、
参
加

希
望
日
・
当
季
雑
詠
２
句（
初

参
加
の
方
は
希
望
者
の
み
）・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
参
加

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、

送
付（
〒　
―　
　

本
庁
舎
生

４９１
８５０１

涯
学
習
課
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）１
３
８
８

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂

２０

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

椿 高橋　弘子

『
箏
曲
演
奏
会
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』
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【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２７

２５

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
実
作

  
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）９
２
４
１

４５

日
時
▼
５
月　

日
∂　

午
前　

時
〜

１１

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
親
し
み
や
す
い
名
曲
の
数
々

を
新
緑
の
よ
う
に
さ
わ
や
か

に
お
届
け
し
ま
す
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
楽
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

入
場
料
▼
無
料

 

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
８
０（
５
１
０
２
）８
６
１
１

日
時
▼
６
月　

日
∂

１５

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容    
▼
行
進
曲「
錨
を
上
げ
て
」や

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」な
ど

を
演
奏
し
ま
す
。皆
さ
ん
と

一
緒
に「
星
条
旗
よ
永
遠
な

れ
」の
演
奏
も
行
い
ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

【
問
合
せ
先　
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A
０
９
０（
７
０
２
８
）９
１
６
５

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２２

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容 
▼
今
年
没　

年
と
な
る
Ａ
・
リ

２０

ー
ド
氏
の
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・

ダ
ン
ス
全
曲
や
ジ
ャ
ズ
＆
ラ

テ
ン
ス
テ
ー
ジ
な
ど
楽
し
い

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）
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『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Û
ˆ

』

『
尾
西
ウ 
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　

回
定
期
演
奏
会
』

９４

『
一
宮
音
楽
家
協
会

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
市
民
川
柳
教
室
』


